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ハ注射後8週間百ニ107.5瓦ノ増加デアル。 gpチ AOヨリモLコクチグン寸 J方ガ大量＝注射スル
コトガ可能デ，共ノ放果モ AOヨリハ頴著＝大デアル。マタ全量ヲ 3.0姥トナシタル時＝．
注射完了／＇.翌日動物ノ惜重ハ AOデハ42.5｝［ノ減少デアルニ針シLコクチグン寸デハ僅カ＝15.0
瓦ノ減弱デアツタ。 gpチ AOヨリモLコクチグン寸ノ方ガ Wirkungsbreiteガ大デアルノミナラ
ズ，絶針ノ数果モ亦タ頴著ニ大デアFレコトガ詮明サレタ。結局，結按菌ノ成剤ハ一般的＝膿重
ヲ増加サセル特別ナル作用ヲイfシテヰルモノデアルガ，共ノ成舟1)：↓1ニLイムペヂン寸ガ含有サレ
















軟膏免疫デハ最大Lオプソニン1ハ15日目デ 0.92 或ハ 0.59
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＝テ拭ヒ取リ直チ＝－2%ノLコカイン寸l欧？を2瓦ヲ同v皮膚商＝貼附シ， ソレヲ24時間り＝更新シ
第11日目迄繕槙シ，共後ハしコカイン「！＼拘i；ヲ全ク拭ヒ取リ20日目迄血清中ノ擬集素ヲ胡I）定スル。
他ノ動物群Bデ、ハ A群ト同ーデアFレガ， Lコカインつ軟膏ノ代リ z翠軟＇fl：ヲ使用スル。
他ノ動物群Cデハ大腸菌Lコクチゲン1軟膏f中へ最初カラ2%」コカイン寸ヲ混和シグモノヲ




















Lオプソエン1係数ニハ免疫元ヲ注入セサ、 リ シ同一家兎ノ他fttiJ ノ肋脱ノ~出液ノ；示シタ喰菌子 ノ
値ヲ1.0トシマシタ。
Lコクチゲン1ノ注射Jr：ヲ0.5; 1.0 ; 2.0 ; 3.0 ; 4.0; 5.0詫ト6段＝饗化シ，何レモ3頭平均値ヲ
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第2報此ノ寅験デハ発疫元ノ用量ヲ第1報ニ従ツテ2.0括トナシ，ソレヲ胸腔内へ注射シタ

































発疫側肺ノ中心部デハLオプソ＝ン寸係数 = 1.56 
発疫側肺ノ周遊部胸膜アリ Lオプソ＝ン1係数＝ 1.51 
同側鰻壁胸膜Lオフ。ソニン寸係数 = 0.95 
8[) 
自1チ瞳壁胸膜デハ宅モ苑疫ガ護現セズLオプソニン寸値ハ去pテ正常値ヨリモ梢々減弱シテ居リ
マーコ入。
此ノ貫験＝ヨリ発疫元ヲ胸腔内へ注射スルト鰹壁肋膜及ピ梓j々 低イガ共側ノ肺全部モ発疫性
ヲ得yレガ，併シ克疫元ヲ直接肺臓内へ注射シタノデハ， ソレガ出来ナイコトガ判明シマシタ。
第8報開埜肋膜ノ獲得シタルLオプソニン.， J菌種特異J性ノ問題ヲ研究シタモノデアリマス。
印チ黄色葡萄J伏球菌，連鎖欣球菌，淋菌，普通Lプロトイス寸菌及ピ大腸菌ノ 5種カラ， ソレゾ
VLコクチダン寸ヲ作リ.1群3頭ヨリ成ル健常家兎ノー側ノ胸腔内へ注射シ他側＝ハ0.5%ノ石茨
酸ヲ含有スル生理的食堕水（郎チLコクチグン1ノ｝た液）ヲ注射シ， 24時間後ニ暢壁胸膜ノj璽出i夜
ヲ取リ，同名及ピ異名ノ菌＝針スルLオフ＠ソニン1係数ヲ比較シマシタ。
共ノ結果，『如何ナル菌鰹デモ同名ノLコクチヂン寸ヲ以テ発疫サレタ関壁胸膜ノ歴出液存在ノ
下デハLオプソニン寸係数ガ斬然1頭地ヲ抜イテ最大デアルガ，他ノ異名菌ノ喰盤作用モ一定度
マデ昂進シテ居リ，共ノ相互係数間＝ハ大差ガ無イモノデアルコトガ立詮サレマシタ。一般的
＝之ヲ漣ベルト胸腔免疫ノ揚合デモ特異性ガ明白ニ立詮サレル。而シテFpナル紛i菌ノ Lコクチ
グン1ハ同時＝同所＝於テ甲ノミナラズ，乙，丙，丁等種々ナル細菌ニ封スル抵抗力ヲ高メルモ
ノデアルガ，甲ナル homolog ノ菌＝向ツテハ最大＝増強スルモノデアル。是ガ印チ克疫反日産
＝於ケル菌種特殊性ノ；本態デアツテ，差別ハ持常 quantitatiナルモノデアル。更＝換言スルト
Lコクチグン寸ハ同時＝同所＝於テ同名（特殊性）及ピ異名（非特殊性） 2椋ノ抵抗力増強ヲ費現セ
シムYレモノデアル』ト結；命シテ居リマス。
